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＜ビジター・ゲスト＞ 

飯能ロータリークラブ 沢辺 瀞壱  様 

 

☆★会長の時間 西山 祐三 会長 

1日(日)に第23回わんぱく相撲入間大会があり

行ってまいりました。小学 1年生から 6年生まで

16校1,140名の(16校児童数約7,600人の内15％)

参加があり盛大に行われました。 

●福岡県 面積 4986.40Km2 平成 22 年 5,071,968

人 27年 5,101,556人 29,588 人増加。福岡市 22

年 1,463,743 人 27 年 1,538,681 人 74,938 人増

加。県花うめ、県木つつじ、県鳥うぐいす。 

●佐賀県 面積 2440.68Km2平成 22年 849,788人

27 年 832,832 人 16,956 人減少 佐賀市 22 年

237,506人 27年 236,372人 1,134人減少。県花ク

スの花、県木クス、県鳥カササギ  

●長崎県 面積 4132.20Km2 平成 22 年 1,426,779

人 27年 1,377,187人 49,592人減少。長崎市 22年

443,766人 27年 429,508人 14,258人減少。県花

雲仙ツツジ、県木ヒキノ、県鳥オシドリ。 

●熊本県 面積 7409.44Km2 平成 22 年 1,817,426

人 27年 1,786,170人 31,256人減少。熊本市 22年

734,474人 27年 740,822人 6,348人増加。県花リ

ンドウ、県木クスノキ、県鳥ヒバリ。 

●大分県 面積 6340.74Km2 平成 22 年 1,196,529

人 27年 1,166,338人 30,191人減少。大分市 22年

474,094人 27年 478,146人 4,052人増加。県花豊

後梅、県木豊後梅、県鳥めじろ。 

●宮崎県 面積 7735.31Km2 平成 22 年 1,135,233

人 27年 1,104,069人 31,164人減少。宮崎市 22年

400,583人 27年 401,138人 555人増加。県花はま

ゆう、県木フェニックス、県鳥コシジロヤマドリ。 

●鹿児島県 面積9186.99Km2平成22年1,706,242

人 27年 1,648,177人 58,065人減少。鹿児島市 22

年 605,846人 27年 599,814人 6,032人減少 県花

ミヤマキリシマ,県木クスノキ,県鳥ルリカケス 

●沖縄県 面積 2281.14Km2 平成 22 年 1,392,818

人 27年 1,433,566人 40,748人増加。那覇市 22年

315,954人 27年 319,435人 3,481人増加。県花デ

イゴ、県木リュウキュウマツ、県鳥ノグチゲラ。 

●全国 平成 27 年 127,094,745 人、5 年間で

962,607 人減少。平成 28年度 出生数 976,979人

100万人を切ったのは、明治 32年に人口統計が開

始されてから初めての事で、死亡者数 1,307,765

人初めて 130万人を超え 1年で 330,786人過去最

大の減少幅となります。 
 

●委員長報告 

次年度広報委員会 大野賢次委員長 

次年度のテーマ｢公共イメージを良くしよう｣

について例会後に、委員と関係の方々に集まって

ご相談したいと思います。宜しくお願いします。 
 

＜出席報告＞ 一柳達朗委員長 

会員数 出席数 出席率 前々回修正率 

44名 28名 70.00％ 73.81% 

事前欠席連絡 4名 
 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 繁田光ＳＡＡ 

沢辺瀞壱様～宜しくお願いします。 

豊田義継君～沢辺様ようこそ。 

吉沢誠十君～沢辺様ようこそ。埼玉りそな銀行入間

バンカークラブゴルフ会でベスグロ賞いただきまし

た。西山祐三君～7位入賞。齋藤栄作君～3位入賞。

一柳達朗君～準優勝。晝間和弘君～優勝することが

できました。繁田光君～ブービー賞になりました。 

本日\14,000  累計\1,013,000 

 

■回覧、配布物 

①RI2570地区第 3G会長幹事会、IM総合収支計算書 

②入間市ゴルフ協会親睦ゴルフコンペについて 

③第 2820地区土浦南 RC稲本修一様からのお礼状 

④第 23回わんぱく相撲入間大会のご報告とお礼 

⑤ロータリー財団への補助金申請額決定のご案内 

⑥他クラブ週報  ⑦入間ＲＣ週報 43号 

⑧西山会長より「今日は何の日」 

第44号 ２974回例会 ２０１7年 6月 15日（木） 
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■■五大奉仕委員長 事業報告■■  

■クラブ奉仕委員会 齋藤栄作委員長 

前回クラブ奉仕委員会に属する各

委員長の皆様の発表をお聞きし全て

の委員長の思いが伝わった発表であ

った事大変嬉しく思っております。ク

ラブ奉仕委員会とは増強・拡大・退会

防止を主たる目的として委員会が構

成され、各委員会が時には協力し合ってこの目的の

ために協同で活動を行う事もあります。入間ロータ

リークラブの源である会員の親睦・活性化が図られ

同時に新入会員の増強、教育まで広範囲に渡り、し

かし適確に構成された委員会の集合体がクラブ奉仕

委員会です。したがって、５大奉仕委員会の一番目

にこの委員会が来るのが必然であることが理解でき

ます。この様な骨子を年度初めに委員長の皆様にお

願いした事により見事に目的に沿って委員会を運営

していただけたことには深く感謝しております。ま

たご協力をいただきました会員皆様には重ねて御礼

を申し上げます。 

■職業奉仕委員会 滝沢文夫委員長 
年度計画書の活動計画に基づき活

動しました。 

1.「四つのテスト」の唱和。 

2.会員企業の職場見学は、8/25繁田会

員の企業の西山荘ホールを見学。 

3.健康に関する卓話は、10/20防衛医

大准教授尾関雄一先生による肺炎と肺癌に関する卓

話、12/15 防衛医大看護学科長安酸史子先生による

メタボ予防の卓話、5/25豊岡第一病院坂いづみ先生

による形成外科の現状の卓話等々を頂きました。 

4.職業奉仕の会員卓話では4/27に木下会員に第2の

職業として民生委員の話をお願いしました 

反省点として、奉仕の理念とする｢最もよく奉仕す

るもの最も多く報われる｣等のより深い解説ができ

なかった事です。次年度の職業奉仕委員、ロータリ

ー情報委員会に勉強会の機会を設けて頂ければ幸い

です。一年間ありがとうございました 

■社会奉仕委員会 豊田義継委員長 

本年度前嶋ガバナーは、公共イメ

ージと認知度の向上を又、当クラブ

の西山会長も奉仕活動方針の中でロ

ータリークラブを地域の人々によく

知っていただき、密着した奉仕活動

を行いたいと示されました。委員会

はこれらに基づいて活動計画を立て、実践しました。 

①発達障害の児童、生徒の成長に即した教育環境を

整え、より質の高い指導をして貰いたいとの願いか

ら｢タブレット端末12台｣を8月26日贈呈しました。 

②地域に密着した奉仕活動として、埼玉県立入間わ 

 

 

かくさ高等特別支援学校に｢競技用ユニホーム 15着」

を 1月 26日に学校にて贈呈式を行いました。 

③ロータリー地区行事への参加、28 年 9 月 26 日に

行われた部門セミナーに 4名が参加を致しました。 

④その他、計画に入れていない事業を１つ行ないま

した。28年 10月 13日～16日、入間市にある狭山ゴ

ルフクラブで行われた、男子プロの大会として日本

で最も古く、歴史のある第 81回日本オープンゴルフ

選手権大会を入間市の小学生に身近で観戦をさせて

あげました。初めての体験なので、多くの子供達や

先生にも感動を与えられたと思っています。 

■国際奉仕委員会 晝間和弘委員長 

RC 財団・米山記念奨学会への寄付

は例年通り継続して行いました。米山

奨学生のチャンさんは X'mas 例会等

に参加し会員全員で支援育成が出来

たと思います。ネパール里親制度の支

援も会員皆様のご協力頂き支援出来

たと思います。書き損じハガキはどのようにして書

き損じハガキが利用されるのか？等のアピールが出

来なかったのが反省点です。1 年間ご協力いただき

ありがとうございました。 

■青少年奉仕委員会 忽滑谷明委員長 
次世代を担う青少年の為の活動を

探求し、応援するという活動方針の

基、地区のインターアクト年次大会

及びライラに参加する活動を計画い

たしました。 

昨年７月 31日、狭山ヶ丘高等学校

にて第 50 回インターアクト年次大会では、戦後 70

年を迎えたことを受け、改めて戦争のない時代を構

築するパートⅡとし、国際理解に向けて取り上げた

この大きな課題に対し、インターアクトの生徒達が

中心となり、戦争について、核について、真剣に意

見交換がされ、目標を的確に捉えた意義ある大会で

した。本年５月 21日第 11回ライラデーが開催され

ました。元早稲田大学野球部主将そしてＦＣ東京社

長から東京ガス埼玉支社長になられた阿久根謙司氏

を講師に招き、「若者の自立」～やる気を引き出す

には～をテーマとし約 90 分の講演をいただきまし

た。やる気を引き出すティーチングからコーチング

のお話に皆さんが耳を傾けました。午後にはワーク

ショップという事で、６～７人のグループに分かれ、

年齢や国籍も違う様々な立場の学生達でしたが、笑

顔を交えながら積極的に意見を発表していました。

地区の青少年奉仕部門では、インターアクト、ロー

ターアクト、ライラ、青少年交換、高校生社会体験

支援等、様々な活動を行っております。今後も積極

的に参加し応援していきたいと思います。 
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